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す



遥
か
昔
か
ら
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
た

玉
川
村
で
の
暮
ら
し
。

先
人
た
ち
か
ら
私
た
ち
へ
と

手
渡
さ
れ
て
き
た

大
切
な
宝
物
。

こ
の
村
の
豊
か
な
自
然
と
、

伝
統
文
化
と
、

人
々
の
営
み
と
。

こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も

途
絶
え
る
こ
と
な
く

次
の
世
代
へ
。

無
限
の
可
能
性
を
信
じ
て
。
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静かな森を背にたたずむ「森の駅ｙodge」

地元木材を使用したトレーラーハウス

常設カフェから桜も眺められます

　
明
治
時
代
に
開
校
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

方
々
に
学
び
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た

旧
四
辻
分
校
が
「
た
ま
か
わ
観
光
交
流
施
設

森
の
駅 

ｙ
ｏ
ｄ
ｇ
ｅ
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。

　
ｙ
ｏ
ｄ
ｇ
ｅ
に
は
、
宿
泊
室
や
大
浴
場
の
ほ

か
、
冒
険
心
を
く
す
ぐ
る
屋
根
裏
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
屋
根
の
上
か
ら
の
景
色
が
楽
し
め
る

展
望
デ
ッ
キ
、
常
設
の
カ
フ
ェ
も
あ
り
、
来

訪
者
の
快
適
な
空
間
を
演
出
す
る
モ
ダ
ン
な

設
備
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
歴

史
あ
る
旧
四
辻
分
校
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な

面
影
を
大
切
に
し
、
当
時
の
床
材
や
柱
、
梁

を
そ
の
ま
ま
再
利
用
し
、
宿
泊
室
の
入
り
口

に
は
、
当
時
の
教
室
の
ガ
ラ
ス
窓
が
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
玉
川
村
の
静
か
な
里
山
の
中
に
位
置
し
、
農
業
体
験

や
清
流
の
散
策
等
を
は
じ
め
、
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
や
焚
火

な
ど
、
様
々
な
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
が
、
初
め
て
の
方
で

も
気
軽
に
安
心
し
て
体
験
で
き
る
場
所
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
施
設
内
で
の
宿
泊
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地

元
産
の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ

ウ
ス
や
、
テ
ン
ト
で
の
宿
泊
な
ど
、
来
訪
者
の
宿
泊
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
玉
川
村
で
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
多
く
の
人
々
が
利
用
で
き
る
施
設
を
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　
来
訪
者
の
皆
様
に
、
村
の
良
さ
、
自
然
の
良
さ
、
田

舎
の
良
さ
を
体
験
し
、
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

移
住
な
ど
の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

も り の え き 　 よ っ じ

旧
四
辻
分
校
を

　リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
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夜のyodge　桜のライトアップ

yodgeの近くにある景勝地「東野の清流」yodgeの近くにある景勝地「東野の清流」 満天の星空の下でキャンプ満天の星空の下でキャンプ

夏まつり夏まつり

参加型プログラム　田植え体験参加型プログラム　田植え体験 東野清流での散策　東野清流での散策　yodgeの室内yodgeの室内
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乙字ヶ滝

お つ じ が た き

　
玉
川
村
と
須
賀
川
市
の
間
を
流
れ
る

阿
武
隈
川
唯
一
の
滝
で
、
乙
の
字
の
形

で
水
が
流
れ
落
ち
る
こ
と
か
ら
そ
の
名

の
由
来
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の

滝
百
選
に
も
選
ば
れ
て
お
り
、
特
に
春

の
桜
の
季
節
に
は
多
く
の
人
々
が
訪
れ

る
玉
川
村
随
一
の
観
光
名
所
で
す
。

　
水
か
さ
が
増
す
と
、
約
100
m
も
あ
る

滝
幅
い
っ
ぱ
い
に
落
下
す
る
水
し
ぶ
き

が
、
松
の
緑
に
も
映
え
雄
大
な
景
色
を

眺
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
元
禄
２
年
に
は
、
俳
人
松
尾
芭
蕉
が

訪
れ
「
五
月
雨
の
滝
降
り
う
づ
む
水
か

さ
哉
」
の
俳
句
を
詠
ん
だ
と
さ
れ
て
お

り
、
滝
見
不
動
堂
の
か
た
わ
ら
に
は
句

碑
が
あ
り
ま
す
。

滝見不動堂 芭蕉の句碑

名
瀑
「
乙
字
ヶ
滝
」
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乙字ヶ滝

阿武隈川

坂　路坂　路

水上レクリエーション
乙字ヶ滝広場

乙字ヶ滝公園

カヌー体験

飲食・物販・イベント

乙
字
橋

乙
字
大
橋

みちのくサイクリングロード

管理用通路

坂　路

管理用通路 親水護岸

展望・親水
乙字ヶ滝の保全

乙字橋の保全

飲食・カヌー拠点

複合型水辺施設

②イメージ

①

　「
玉
川
村
乙
字
ヶ
滝
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
が
、
令
和
２
年
３
月
13
日

に
国
土
交
通
省
の
登
録
と
な
り
、
乙
字
ヶ
滝
周
辺
を
含
め
た
一
体
的
な
「
ま

ち
づ
く
り
」
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
交
流
人
口

拡
大
の
た
め
、
立
ち
寄
る
機
会
を
増
や
し
、
現
地
で
の
滞
在
時
間
を
延
ば

せ
る
空
間
づ
く
り
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
と
歴
史
の
拠
点
で
あ
る
乙
字
ヶ
滝
に
お
い
て
、
来
訪
者
同
士
や
来

訪
者
と
村
民
と
の
交
流
の
機
会
が
生
ま
れ
、「
賑
わ
い
と
交
流
の
場
と
な
る

空
間
」
を
村
及
び
地
域
、
国
、
県
、
民
間
事
業
者
等
と
連
携
し
て
整
備
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
推
進
に
あ
た
っ
て
は
「
玉
川
村
乙
字
ヶ
滝
か
わ
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
幅
広
い
見
地
か
ら
意
見
を
出
し
合
い
反
映
す

る
た
め
の
体
制
づ
く
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
河
川
沿
い
に
遊
歩
道
を
整
備
し
、
展
望
・
親
水
が
楽
し
め

る
水
辺
の
小
楽
校
か
ら
「
複
合
型
水
辺
施
設
」
ま
で
を
繋
ぎ
周
遊
性
を
高

め
ま
す
。

　
ま
た
、
著
名
な
建
築
家
が
設
計
を
手
掛
け
た
空
き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
す
る
「
複
合
型
水
辺
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
の
飲
食
施
設
や
カ
ヌ
ー
体
験
施
設
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の

休
憩
施
設
、
周
辺
観
光
情
報
の
発
信
施
設
等
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
更
に
は
、「（
仮
称
）
乙
字
ヶ
滝
広
場
」
を
活
用
し
、
料
理
フ
ェ
ス
や
マ

ル
シ
ェ
、
み
ち
の
く
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
活
用
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
、
水
辺
で
の
環
境
教
育
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、
新
奥
の
細
道
の

散
策
、
楽
し
め
る
移
動
手
段
と
し
て
の
超
小
型
電
気
自
動
車
体
験
試
乗
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
等
で
の
ト
ラ
イ
ア
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
展

開
等
が
実
施
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

玉
川
村
乙
字
ヶ
滝
か
わ
ま
ち
づ
く
り

①

全景イメージ②イメージリノベーション予定の空き店舗
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「働く」・「住む」
　 「遊ぶ」・「学ぶ」の場所へ

　
令
和
２
年
３
月
に
閉
校
し
た
旧
須
釜
中
学
校
の
敷
地
及
び
須
釜
公
民
館
を
含
む

範
囲
全
体
を
「
す
が
ま
プ
ラ
ザ
」
と
し
て
い
ま
す
。

　「
す
が
ま
プ
ラ
ザ
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
職
」「
住
」「
遊
」「
学
」
の
場
の
提

供
と
し
て
お
り
、「
職
」
に
つ
い
て
は
、
校
舎
を
活
用
し
テ
レ
ワ
ー
ク
等
に
対
応

し
た
「
場
」
の
提
供
と
し
て
「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
た
ま
か
わ
」
を
展
開
し

て
い
ま
す
。「
住
」
に
つ
い
て
は
、
広
い
校
庭
を
活
用
し
、
民
間
企
業
と
の
協
働

に
よ
る
宅
地
分
譲
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
家
庭
菜
園
が
可
能
な

比
較
的
広
い
宅
地
の
分
譲
な
ど
、
特
徴
あ
る
住
環
境
と
し
て
発
信
し
、
首
都
圏
を

始
め
と
す
る
村
外
か
ら
の
、
移
住
者
の
受
け
皿
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　「
遊
」「
学
」に
つ
い
て
は
、音
楽
室
や
家
庭
科
室
、体
育
館
等
を
活
用
し
、ス
ポ
ー

ツ
活
動
も
含
め
た
生
涯
学
習
等
の
展
開
を
行
え
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

すがまプラザ交流センターすがまプラザ交流センター

日当たり良好な中庭テラス日当たり良好な中庭テラス

オフィススペース

オフィス玄関

◀コワーキング出入口

◀行政センター出入口
▶

ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て

　
　
　

  
選
べ
る
働
き
方
を

　
す
が
ま
プ
ラ
ザ
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
須
釜
中
学
校
を
活
用

し
「
職
」
の
機
能
を
中
心
と
し
た
施
設
で
す
。

　
施
設
内
に
併
設
さ
れ
て
い
る
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
た

ま
か
わ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
新
し
い
働
き
方
や
、
首
都
圏
か
ら
の
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
流
入
に
対
応
し
た
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
は
、11
室
の
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
村
外
か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
進
出
し

て
き
た
企
業
が
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
に
根
差
し
た
企
業
と

し
て
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

コワーキングスペースたまかわ（フリースペース）
※10 ギガビットイーサネット導入
コワーキングスペースたまかわ（フリースペース）
※10 ギガビットイーサネット導入

サテライトオフィスサテライトオフィス

エントランスエントランス
PVTproject 写真になる村
玉川村のフォトスポット
PVTproject 写真になる村
玉川村のフォトスポット

須釜行政センター須釜行政センター

　
ま
た
、セ
ン
タ
ー
に
は
、

須
釜
支
所
に
代
わ
り
須
釜

行
政
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ

れ
、
地
域
の
身
近
な
行
政

機
関
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
セ
ン
タ
ー
内
に

は
、
体
育
館
や
音
楽
室
等

も
あ
り
、
地
域
の
方
々
の

生
涯
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
の

場
、
憩
い
の
場
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

1階

2階
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オフィススペース

オフィス玄関

◀コワーキング出入口

◀行政センター出入口
▶

ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て

　
　
　

  

選
べ
る
働
き
方
を

　
す
が
ま
プ
ラ
ザ
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
須
釜
中
学
校
を
活
用

し
「
職
」
の
機
能
を
中
心
と
し
た
施
設
で
す
。

　
施
設
内
に
併
設
さ
れ
て
い
る
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
た

ま
か
わ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
新
し
い
働
き
方
や
、
首
都
圏
か
ら
の
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
流
入
に
対
応
し
た
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
は
、11
室
の
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
村
外
か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
進
出
し

て
き
た
企
業
が
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
に
根
差
し
た
企
業
と

し
て
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

コワーキングスペースたまかわ（フリースペース）
※10 ギガビットイーサネット導入
コワーキングスペースたまかわ（フリースペース）
※10 ギガビットイーサネット導入

サテライトオフィスサテライトオフィス

エントランスエントランス
PVTproject 写真になる村
玉川村のフォトスポット
PVTproject 写真になる村
玉川村のフォトスポット

須釜行政センター須釜行政センター

　
ま
た
、セ
ン
タ
ー
に
は
、

須
釜
支
所
に
代
わ
り
須
釜

行
政
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ

れ
、
地
域
の
身
近
な
行
政

機
関
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
セ
ン
タ
ー
内
に

は
、
体
育
館
や
音
楽
室
等

も
あ
り
、
地
域
の
方
々
の

生
涯
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
の

場
、
憩
い
の
場
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

1階

2階
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東福寺境内へ

み な み す が ま の ね ん ぶ つ お ど り

　
本
村
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
南
須
釜
地
区
。こ
の
山
あ
い

の
地
域
に
江
戸
時
代
か
ら
続
く
民
俗
芸
能
が
あ
り
ま
す
。春
と

夏
の
年
２
回
、
東
福
寺
境
内
で
行
わ
れ
る
「
南
須
釜
の
念
仏
踊

り
」で
す
。

　
地
区
の
伝
承
に
よ
る
と
、
江
戸
初
期
の
慶
安
年
間
（
１
６
４
８
〜
１

６
５
１
）、
16
歳
以
下
の
男
女
が
新
盆
の
家
々
を
ま
わ
り
、
仏
を
供
養
す

る
た
め
に
踊
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
慶
安
年
間
と
い
え
ば
徳
川
家
光
が
将
軍
だ
っ
た
時
代
。そ
の
頃
か
ら

代
々
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か
と
思
う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
間
、
変
遷
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。明
治
の
後

半
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
一
時
、
途
絶
え
た
時
期
が
あ
っ
た
の
で

す
。

　
そ
れ
を
昭
和
27
年（
１
９
５
２
）に
復
活
さ
せ
た
の
が
明
治
14
年（
１

８
８
１
）
に
生
ま
れ
、
12
歳
の
と
き
か
ら
踊
り
に
参
加
し
て
い
た
大
野

ケ
サ
さ
ん（
故
人
）で
す
。

　
現
在
の
踊
り
は
ケ
サ
さ
ん
の
記
憶
を
基
に
再
現
さ
れ
た
も
の
で
、
そ

の
後
「
南
須
釜
念
仏
踊
り
保
存
会
」
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
昭
和
50
年

（
１
９
７
５
）
に
は
県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
、
昭
和
53
年
（
１
９

７
８
）に
は
文
化
庁
の
民
俗
文
化
財
に
、
平
成
16
年（
２
０
０
７
）に
は

福
島
遺
産
百
選
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら

　受
け
継
が
れ
て
き
た

　
　
　
　
　
　伝
統
の
舞
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踊りを奉納する少女たち

奉納する少女たちと来場者

ふ
る
さ
と
の

　財
産
と
し
て

　
　未
来
へ
つ
な
げ
た
い

　
念
仏
踊
り
が
行
わ
れ
る
の
は
、
毎
年
４
月
３
日
〈
春
の

大
寺
薬
師
祭
〉
と
８
月
14
日
〈
お
盆
〉
の
午
前
中
。東
福
寺

の
境
内
に
お
い
て
、
村
内
の
12
歳
ま
で
の
少
女
約
10
人
に

よ
っ
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
保
存
会
に
伝
わ
る
曲
目
は
「
小
夜
の
中
山
」

か
ら
「
下
妻
」
ま
で
全
９
曲
。
華
や
か
な
衣
装
を
身
に

ま
と
っ
た
少
女
た
ち
が
、
保
存
会
の
方
々
が
奏
で
る
笛

や
鉦
、
歌
に
合
わ
せ
て
「
立
ち
踊
り
」
と
「
座
踊
り
」

を
披
露
し
ま
す
。

　
全
曲
、
踊
り
終
わ
る
の
に
約
25
分
。
全
員
が
揃
っ
て

踊
る
に
は
日
々
の
練
習
が
欠
か
せ
ず
、
保
存
会
で
は
月

に
１
回
、
地
区
の
集
会
所
を
利
用
し
て
合
同
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
踊
り
を
指
導
す
る
の
は
か
つ
て
の
経
験
者
や
地
域
の

人
た
ち
。
ま
だ
あ
ど
け
な
さ
が
残
る
子
ど
も
た
ち
に
全

９
曲
の
振
り
付
け
を
手
取
り
足
取
り
教
え
、
一
人
前
の

踊
り
子
と
し
て
育
て
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
や
っ
と
う
ま
く
踊
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、

そ
の
子
た
ち
は
卒
業
の
時
期
を
迎
え
、
ま
た
新
し
い
子

ど
も
た
ち
に
受
け
継
が
れ
、
こ
の
世
代
交
代
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
念
仏
踊
り
は
代
々
、
ふ
る
さ
と
の
財
産
と

し
て
踊
り
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

か
ね
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　玉川村では、未来を支える子どもを大切に、子育ての各段階に応じた支援を行っています。保健師による赤ちゃ
ん訪問をはじめ、孤立しがちな子育てをサポート。教育面では、I C T 教育や幼少中連携など、多彩な学びの場を
提供しています。また、若い世代の方達が「住んでみたい」「住んでよかった」と思える玉川村を目指しています。
地場産業や将来の成長が見込まれる産業の強化、基幹産業である農業の付加価値を高め、働く場の創出や担い手
育成の仕組みづくりを行っていきます。
　また、玉川村への愛着や将来にわたり「玉川村に住みたい」という想いを育みながら、子どもから高齢者まで
すべての人が生涯を通して健やかな暮らしを築けるよう健康長寿のむらづくりを進めています。

妊娠期から親子に寄り添い、子育てに対する相談や情報提供など、母子の
健康を支援
●妊産婦健康診査の費用の一部助成
●子育て世代包括支援センターによるサポート　●誕生祝金や子育て支援給付金 など

0歳～

6歳～

12歳～

20歳～

60歳～

乳幼児期

生まれる前からのサポート

心身の健康を育む教育環境のもと、生まれ育った郷土を誇れる豊か
な心を備えた子どもの育成を支援
●放課後児童クラブ　●こども医療費助成金（0歳から18 歳） など

児童期

子どもたちがいきいきと育つ環境

次代を担う子ども一人ひとりが人間性を育み、社会へ参加・参画する
主体となるよう支援
●ICT 教育、メディア教育の推進 など

青少年期

次世代のリーダーを育成

新たな農業担い手を確保し、農業所得向上を図るため、新しく農業を
始める就農希望者に対し、経営相談や技術指導を支援
●担い手づくり支援事業 など

壮年期

新規就農のサポート

住み慣れた地域で安心して、自分らしく生きがいを持って活動し、
社会活動や文化活動に積極的に参加できるよう支援
●介護予防事業と介護サービスの提供　●敬老古希写真贈呈事業 など

高齢期

生きがいと健康づくり
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妊娠期から子育て期にわたり切れ目のない支援を行い、子どもたち
の健やかな成長を手助けします。子育てに関する相談や情報提供、
支援など、子育て世代のお父さん、お母さんをサポートしています。

子育て世代包括支援センター
妊娠、出産、子育てについての総合相談窓口です。

妊娠中・子育て中のママとパパが、子どもの成長記録や予防接種のスケ
ジュール管理、子育て情報を受け取ることができるなど、子育てに役立
つ機能がたくさんあります。

子育てアプリ「たまぴよ」

ダウンロードはこちらから　⇒

障がいのあるなしにかかわらず、お子さんの成長・発達に合わせた継続性のある支
援ができるよう、保護者と関係機関がお子さんの情報を共有するためのファイルで
す。お子さんの個性や特徴、これまでの経過などを共通理解して、情報共有するこ
とで一貫した支援を受けられるようサポートしています。

子育てサポートファイル「フェイスファイル」

乳幼児の発育・発達を確認するために、医師・歯科医師の診察や保健師・栄
養士等の個別指導を行っています。
●３～４か月児健康診査（公立岩瀬病院）　●９～10か月児健康診査
●１歳児バースデー健康診査　　　　　　●１歳６か月児健康診査
●３歳児健康診査　　　　　　　　　　　●２歳児・４歳児発育発達相談会

乳幼児健康診査

予防接種法によって定められた定期の予防接種の費用は、村が全額負担して
います。また、任意の予防接種（インフルエンザ、おたふくかぜ）の費用を
一部助成しています。

予防接種

ダウンロードはこちらから　⇒

場　　所
電話番号
開設時間
主な業務

玉川村保健センター
37－1024
午前８時30分から午後５時15分（土日、祝日を除く）
子育て相談、母子手帳の交付、妊産婦訪問指導、新生児・乳幼児訪問指導
乳幼児の健康診査、子育てに関する情報提供　など
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仕
事
と

子
育
て
の

両
立
を
支
援

　
子
育
て
環
境
の
良
さ
は
、
住
み
や

す
い
ま
ち
の
指
標
の
一
つ
で
す
。
少

子
化
が
進
む
中
、
村
で
は
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
に
は
認
定
こ

ど
も
園
、
学
童
期
に
は
小
学
校
区
ご

と
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、

共
働
き
で
も
安
心
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ

ん
の
誕
生
を
祝
う
誕
生
祝
金
の
贈
呈

や
、
３
歳
に
な
る
ま
で
の
お
子
さ
ん

を
育
て
て
い
る
保
護
者
に
対
す
る
子

育
て
支
援
給
付
な
ど
、
子
育
て
世
代

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

　
産
前
産
後
の
育
児
に
不
安
が
あ
る

方
に
は
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
健
師
が

訪
問
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
や

育
児
に
関
す
る
相
談
、
お
母
さ
ん
の

産
後
の
体
調
を
確
認
し
た
り
、
母
子

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
を
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。

たまかわっ子子育て支援給付金

◇支給要件
①保護者が３歳未満の児童を養育していること。
②保護者が村に住所登録されており、継続して１年以上本村に
住所を有すること。
③保護者及び保護者と生計を同じくする者に、村税等の未納が
ないこと。

◇給付金の額（月額）　児童１人あたり 5,000 円

たまかわっ子誕生祝金

◇支給要件
①子どもの誕生前、引き続き１年以上玉川村に住所を有し、現
に居住していること。
②子どもの誕生後、引き続き３か月以上玉川村に住所を有して
いること。
③第２子以降については、生計を同じくする18歳以下の兄姉が
同居していること。
④保護者及び保護者と生計を同じくする者に、村税等の未納が
ないこと。

◇祝金の額　第１子:10万円、第２子:20万円、第３子以降:50万円

お子さんの誕生を祝福し健やかな成長と子育てを支援します

家庭におけるお子さんの健やかな成長と子育てを支援します

子育て世帯の医療費負担の軽減を目的として、
お子さんの医療費の一部を助成しています

児童手当
◇支給要件
中学校卒業までの児童を養育している方。
◇支給額（１人あたりの月額）
３歳未満……………一律 15,000 円
３歳以上小学校修了前…10,000 円
※第３子以降は 15,000 円
中学生………………一律 10,000 円

こども医療費助成金

◇助成対象
村に住所を有し、健康保険に加入してい
る０歳から18歳に達する年度の末日まで
の方
◇助成金の額
保険診療分の自己負担額、入院時の食事
療養費
◇申請期間　
診療日から５年以内
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◇対象者
修学期間が２年以上の専修（専門）学校
や大学に在学し、経済的理由により修学
が困難な方
◇貸付の額
１か月あたり５万円（年額 60万円以内）
在学する学校の正規の修学期間
◇償還期間
卒業の月の６か月後から月額１万円以上
を返済
・４年制大学等、看護学校等　15年以内
・短期大学等　10年以内
◇償還（返済）の免除
卒業後、村内に６年以上定住かつ村内の
公共施設や主要な企業等に引き続き６年
以上勤務
未返還の２分の１以内の返済を免除

奨学資金貸付制度

認定こども園 たまかわクックの森
村内には幼保連携型認定こども園たまかわクックの
森があり、安心して子育てができるよう、子育て相
談事業や一時預かり事業を実施しています。

０歳から就園前までのお子さんと保護者が、親子で
楽しめる遊び・学びの場で、月に２回実施しています。

子育ての手助けをしてほしい人、子育ての手助けが
できる人が会員登録し、相互援助を行う制度です。

　
令
和
４
年
度
か
ら
、
村
内
の
小
中
学
校
に

通
う
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
学
校
給
食
費
の

一
部
を
補
助
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

の
影
響
や
、
家
計
を
圧
迫
し
が
ち
な
子
育

て
に
関
す
る
経
済
的
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
暮
ら
し
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

共働き家庭などの小学生が放課後安心して過ごせる
よう、西部及び東部地区に設置されています。

放課後児童クラブ

すくすくクラブファミリー・サポート・センター

学校給食費の補助制度
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玉川村では、出生から就学まで、

多様な支援方法で「子育て」を

全力で応援‼

　認定こども園「たまかわクックの森」の周囲に広
がる「こどもの駅」。
　野外ステージ、クックドームたまかわ、公園遊具
などがあり、小さな子どもでも安心して遊べる素敵
な場所です。お天気のいい休日には、親子で遊びに
来てください。

　平成 28 年 4 月に玉川村社会福祉協議会の運営によ
り開園した幼保連携型認定こども園（定員 230 名）で、
子どもたちが心身ともに健全で心豊かに成長するため
の環境づくりを重視し、教育と保育の質の向上に努め
ています。施設は、大断面集成材による木造平屋建て
で、温かみのある快適な空間となっています。

０歳児から安心して預けることができる場所 安心して遊べる素敵な場所

認定こども園 たまかわクックの森 こどもの駅
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　福島空港公園は、県中地方生活圏の広域公園とし
て、福島空港に隣接しています。エアフロントエリ
ア・野外活動エリア・緑のスポーツエリアがあり、
玉川村では「福島県の空の玄関口」として空港・公
園の活用をお勧めしています。休日には多くの方が
訪れ、美しい緑につつまれた公園内でそれぞれの
「時」を過ごされています。

未来に広がる「空の公園」

　「集まる人たちが自由に参加できる健康交流拠点。
楽しみながら健康づくり。ココロとカラダをリフレッ
シュ。」をキャッチフレーズに実現した施設です。健
康づくりから介護予防まで様々なトレーニングを行
うことができるスペースです。

いっしょに広げる健康づくりの場所

　NPO 法人たまかわ元気
ス ポ ー ツ ク ラ ブ は、平 成
15 年に総合型地域スポー
ツクラブとして設立。
　いつでも、どこでも、だれでも手軽に楽しめるス
ポーツをサポートしていきます。

手軽にスポーツを楽しむ

　福島空港ターミナルビル３Ｆにある「屋内遊び場
わくわくらんどたまかわ」。
　小学２年生までの幼児・児
童が利用できます。飛行機の
離着陸を眺めながら小さなお
子さんを安心して遊ばせるこ
とが出来る場所です。

空港内の安心して遊べる場所

わくわくらんどたまかわ空港公園

健康の駅たまかわNPO法人たまかわ元気スポーツクラブ

総合型地域スポーツクラブ
NPO 法人（特定非営利活動法人）

たまかわ
スポーツクラブ
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私
た
ち
の
生
活
の
中
で
は
あ
ら
ゆ
る
生
活
の
場
面
で
、
家
族
や
地
域
、
職
場
で

も
支
え
合
い
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
高
齢
化
が
進
む
と
と
も
に
少
子
高
齢
化

の
進
行
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
に
よ
り
、
支
え
合
い
の
機
能
が
弱

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
人
と
人
、
人
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
互
い
に
支
え
合
う

こ
と
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
や
生
き
が
い
、
地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い

く
社
会
を
目
指
す「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
深
化
・
推
進
が
一
層
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
玉
川

村
で
は
、
運
動
サ
ロ
ン
・
お
茶
会
サ
ロ
ン
や
カ
フ
ェ
や
ま
ば
と
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

な
ど
を
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
住
む
多
世
代
の
人
々
が
自
由

に
参
加
で
き
、
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
自
分
を
生
か
し
な
が
ら
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
住
民
同
士
が
互
い
に
助
け
あ
え
る
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
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充
実
し
た

　
　
　福
祉
サ
ー
ビ
ス

地
域
包
括

　
　支
援
セ
ン
タ
ー

　
玉
川
村
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
寝
た
き
り
や
一
人
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
、
寝

具
類
の
衛
生
管
理
を
目
的
と
し
た
寝
具
類
洗
濯
乾

燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
や
高
齢
者
の
緊
急
通
報
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
へ
の
配
食
（
弁
当
）

サ
ー
ビ
ス
、
民
生
委
員
や
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

定
期
的
な
訪
問
な
ど
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
支

援
し
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
玉
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

の
運
営
の
も
と
、
包
括
的
な
支
援
を
行
う
中
核
拠
点
と
し
て
、

地
域
住
民
や
各
種
団
体
、
医
療
機
関
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
等
と
連
携
し
、高
齢
者
を
支
え
る
「
総
合
相
談
窓
口
」
で
す
。

　
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
介
護
に
か
か
わ
る
悩
み
や
困
り
ご

と
の
相
談
窓
口
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
高
齢
者

に
と
っ
て
の
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
、
運
動
サ
ロ
ン
や
お
茶
会
サ
ロ
ン
な
ど
の
介

護
予
防
事
業
が
主
な
役
割
で
す
。

高齢や障がいなどにより閉じこもりがちな方を対象
に、月２回、玉川村保健センターで開催している教室
です。

高齢者が自主的に集まって活動しているグループで
す。玉川村の各地域で 22 グループあり、４～５人で
活動している小さなサロンもあります。

住民主体型高齢者サロン

誰もが
安心して
暮らせる村

いきいき教室

　
ま
た
、
専
門
知
識
を

持
っ
た
職
員
が
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
、
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
日
常
生
活

支
援
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
お
り
、
介
護
保
険

の
申
請
窓
口
も
担
っ
て

い
ま
す
。
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中地区に悠然と立つ、樹齢300年の紅しだれ
桜。以前は種まき桜といわれていました。幹
の太さ4m50㎝、樹高13m。天明・天保の大
飢饉の後、金毘羅詣りの記念樹として植樹さ
れました。根元には金毘羅様の祠が建立され、
桜とともに地域を見守っています。
※私有地につき、見学の際はひと声お掛けく
ださい。

金毘羅桜

大越由(よしお)さんが丹精込めて整備をして
いる、500本以上の吉野桜の並木。展望の丘
から見る公園は壮観です。
※私有地につき、見学の際はひと声お掛けく
ださい。

こどもの
駅付
近で

の
花
火
大
会

毎年８月13日に開催される「たまかわ夏まつ
り」は、村内の方や帰郷している方が毎年楽し
みにしているお祭りです。昔ながらの出店屋台
を楽しみながら、クライマックスの花火大会に
移ります。また、昼間の楽しみとして、水フー
センによる水合戦も開催されています。チーム
ごとに仮装をしながらの合戦は初めて見に来た
方にも大いに楽しんでいただけます。

たまかわ夏まつり

乙字ヶ滝公園
サイ
クリ

ン
グ
ロ
ー
ド
起
点

みちのくサイクリングロード(県道：須賀川二
本松自転車道線)は、福島県の中央を南北に流
れる阿武隈川沿いを走り玉川村から郡山市に
至る約30ｋｍの自転車道です。周囲は豊かな
田園風景が広がっており、起点は玉川村乙字ヶ
滝公園となっています。

みちのくサイクリングロード

将来の事業化へ向けて阿武隈川を利用した
カヌー体験の実証実験を実施しています。

乙字ヶ滝でのカヌー体験

カヌーで楽
しむ
乙字

ヶ
滝

乙字
ヶ滝
のラ
イト

アッ
プ

桜の時期に合わせて、乙字ヶ滝のライトアップ
を実施しています。
公園内には、真っ赤な提灯を設置し、“和”を感
じる幻想的な光が多くの皆様に楽しんでいた
だいています。

乙字ヶ滝のライトアップ

公園
内ス
カイ

提
灯

た
ま
か
わ
の

た
ま
か
わ
の

由ノ杜公園

乙字ヶ滝公園
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岩法寺から福島空港公園内を走れるマウンテ
ンバイクの実証コースで将来の事業化に向け
て実験中です。

MTBコース実証実験事業

他所では体験することができない「さるな
し」の摘み取り体験を９月中旬から10月中
旬まで楽しむことができます。

さるなし摘み取り体験

玉川村では、スポーツ大会等の後に、地域で
「反省会」として、BBQや芋煮会を行う文化
が昔からあり、地域の交流を深める大切な
イベントとなっています。
村外から遊びに来られた方も、BBQなどを
気軽に楽しめる場所として、森の駅yodgeや
空港公園内の野外活動エリアがあります。

BBQ（バーベキュー）

農業・商業・工業が連携して催す一大イベント
です。玉川村の特産品をはじめ様々な催しを
１日楽しむことができます。

たまかわ産業まつり

レンタサイクル事業や体験フィールド事業を
推進し、MTBやBMX、スケートボード等の
スポーツ体験を提供します

サイクルヴィレッジたまかわ事業

地域に古くから伝わる小正月の伝統行事で、
お正月飾りや古いお札を焚き上げ、無病息災
や五穀豊穣を願い行われます。
竹と藁でつくられた「やっちゃ小屋」の中で、
焚きあげ前に、子どもたちがお餅やマシュマ
ロを焼いたりし楽しみます。

空港公園
内の
コー

ス
を
滑
走

やっちゃ
小屋
の焚

き
あ
げ

乙字
ヶ滝
のラ
イト

アッ
プ

た
ま
か
わ
の

た
ま
か
わ
の

小正月の「やっちゃ小屋」
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江
平
遺
跡 －
時
を
超
え
た
天
平
人
の
記
憶 

木
簡－

    

石
造
五
輪
塔

【
国
重
要
文
化
財
指
定
】

　
江
平
遺
跡
は
、
阿
武
隈
川
右
岸
に
位
置
し
て
お
り
、
旧
石
器
時
代
か
ら

中
世
ま
で
の
遺
構
や
遺
物
が
多
数
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
円
墳
を
中
心
と
し

た
31
基
の
古
墳
の
ほ
か
に
、
古
墳
時
代
お
よ
び
奈
良
・
平
安
時
代
の
住
居

跡
合
わ
せ
て
74
軒
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
建
物
跡
98
棟
な
ど
が
み
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

　
特
に
、
天
平
十
五
（
７
４
３
）
年
と
墨
書
き
さ
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て

お
り
、「
続
日
本
紀
」
の
内
容
を
証
明
す
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
木
簡
の
出
土
し
た
す
ぐ
近
く
か
ら
は
、
竹
製
の
横
笛
も
み
つ
か
っ

て
お
り
、
年
代
が
明
確
な
も
の
と
し
て
は
、
日
本
最
古
と
思
わ
れ
る
と
て

も
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
木
簡
に
は
、
聖
武
天
皇
が
最
勝
王
経
の
読
経
を
命
じ
た
こ
と
を
受
け
て
、

　
昭
和
13
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
五
輪
塔
は
、
藤
原
時
代
末
に
領
主
源
基
光
の

墓
と
し
て
建
立
さ
れ
た
石
塔
婆
で
、
日
本
の
石

造
工
芸
史
上
、
ま
た
仏
教
美
術
史
上
で
も
非
常

に
評
価
の
高
い
貴
重
な
財
産
と
し
て
巌
峯
寺
参

道
の
覆
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
辺
宮
ノ
前
古
墳

【
県
指
定
史
跡
】

玉
川
の
歴
史

せ

き

ぞ

う

ご

り

ん

と

う

か

わ

べ

み

や

の

ま

え

こ

ふ

ん

え

だ

い

ら

い

せ

き

江
平
遺
跡
周
辺

に
居
住
し
て
い

た
人
が
最
勝
王

経
と
大
般
若
経

を
た
く
さ
ん
読

経
し
た
と
い
う

内
容
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
古
墳
時
代
後
期
の
古
墳

で
、
墳
丘
は
す
で
に
原
形

を
留
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

横
穴
式
石
室
の
一
部
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　
石
室
内
部
は
極
め
て
精

巧
な
切
石
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、
当
時
す
で
に
権
力

者
が
い
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。
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東
福
寺
境
内
（
南

須
釜
字
久
保
宿
）
に

あ
る
舎
利
石
塔
。
元

久
二
年
（
１
２
０
５

年
）
乙
丑
・
当
地
の

開
山
和
尚
の
舎
利
が

安
置
さ
れ
て
お
り
、

鎌
倉
時
代
の
弥
勒
浄

土
往
生
の
思
想
を
表

現
し
た
も
の
で
す
。

川
辺
八
幡
神
社
本
殿
【
県
重
要
文
化
財
指
定
】

　
江
戸
時
代
初
期
の
建
造
物
で
、
平
成
５
年
〜
７
年

に
わ
た
り
、
県
重
要
文
化
財
と
し
て
修
復
工
事
が
行

わ
れ
た
本
殿
は
、
永
く
こ
の
地
を
治
め
て
い
た
石
川

氏
の
氏
神
と
し
て
、
広
く
信
仰
を
集
め
崇
め
ら
れ
て

き
た
由
緒
あ
る
古
社
で
す
。

　
現
在
は
、
保
存
の
た
め
に
瑞
垣
で
囲
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
屋
根
を
支
え
る
端
正
で
見
事
な
桁
の
彫
刻
な

ど
は
、
見
る
も
の
を
圧
巻
す
る
美
し
さ
で
す
。
主
材

に
頑
丈
な
栗
の
木
を
使
い
、
建
築
様
式
は
太
い
木
割

り
を
用
い
た
豪
壮
な
江
戸
初
期
の
造
り
で
、
寛
文
・

享
保
な
ど
の
改
造
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
現
存
す
る
６
枚
の
棟
札
か
ら

伺
え
、「
奉
棟
札
正
八
幡
宮
武
運
長
久
祈
慶
長
四
巳
亥
十
月
」
の
棟
札
写
し
か
ら
み
て
、

慶
長
年
間
の
建
立
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
内
陣
天
井
裏
に
南
北
朝
期
の
貴
重
な
古
文
書
が
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
り
、
源

頼
朝
の
大
蛇
退
治
を
加
護
し
た
伝
説
な
ど
、
歴
史
浪
漫
を
感
じ
さ
せ
る
話
が
残
っ
て

い
ま
す
。

東
福
寺
舎
利
石
塔
【
国
史
跡
指
定
】

と

う

ふ

く

じ

し

ゃ

り

せ

き

と

う

か

わ

べ

は

ち

ま

ん

じ

ん

じ

ゃ

ほ

ん

で

ん

　
１
５
７
５
年
創
立
の
宥
音
聖
人
堂
は
、
通

称
「
山
小
屋
の
聖
人
様
」
と
い
わ
れ
、
言
い

伝
え
で
は
「
宥
音
」
と
い
う
名
僧
が
、
山
頂

に
穴
を
掘
り
、
干
し
柿
一
連
を
持
っ
て
、
穴

に
入
り
「
無
病
息
災
、
安
産
」
を
祈
願
し
、

鐘
を
鳴
ら
し
読
経
を
続
け
る
こ
と
１
０
０

日
、
仏
様
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
安
産
の
守
護
神
と
し
て
近
郷
近
在
か
ら
多

く
の
信
者
が
参
拝
に
訪
れ
ま
す
。

　
４
月
の
第
２
日
曜
日
が
祭
礼
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。 宥

音
聖
人
堂

ゆ
う
お
ん
し
ょ
う
に
ん
ど
う
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玉川村は、NTTデータ、日立、三菱HCキャピタルと玉川村におけるまち
づくり、産業、教育、環境、防災、観光などさまざまな分野でのデジタル
化推進に向け、相互協力の連携協定を締結しました。
締結後は、民間が有する先進技術やノウハウなどを活用し、手ぶらキャッ
シュレス実証事業によりデジタル地域商品券の購入などを実施し、デジタ
ル技術を活用した新たな事業の創出による村の地域振興を推進しています。

手ぶらキャッシュレス実証事業による「デジタル地域商品券」を購入すると、実証事業協力
店舗でのお買い物が認証装置に指をかざすだけで簡単にできます。
現金やクレジットカード、スマートフォン等を持ち歩く必要のない、生活をより豊かに、便
利にするためのツールとして検証していきます。
また、その検証した結果を踏まえ、2023年度には協力店舗及び利用者の拡大や村内施設の
認証利用など実証事業を継続しながら拡大していきます。

デジタル化推進に向けた連携協定

玉川村が持つ自然の多様性や環境を活用しながら「玉川村にしかない！」トレイルコースや、体験や史跡を巡るガイドツアーコー
スを利用した「レンタサイクル事業」、体育施設を活用しBMXやスケートボード等の利用ができる「アーバンスポーツたまかわ
事業」により、多くの観光利用者を取り込みながら、村民もスポーツに親しめるまちづくりを目指します。

スポーツに親しめる村づくりを目指しています

サイクルヴィレッジたまかわ事業

たまかわの取り組み

レンタサイクル事業
e-bikeを利用したレンタサイクルで、村内にあるトレイルコースや各種ツアーコースを楽
しめます。さらには、たまかわ観光交流施設「森の駅yodge」と連携した着地型の観光を
推進いたします。

アーバンスポーツたまかわ事業
東京オリンピック競技にもなった、BMXやスケードボード等アーバンスポーツの推進を図
ります。また、定期的なイベント開催等、多くの方に利用いただける施設運営を目指します。
※令和４年度中は実証実験期間として運営を行います。

（仮称）スキルパークたまかわ事業
新たな屋外フィールドとして、岩法寺地区にあるグラウンド（福島空港未共用地内）を活用
し、地域や福島空港と連携した実証事業を行います。

さらに、デジタル体験として、主に小学生を対象に、ゲー
ム感覚でパソコンやプログラミングに親しんでもらうイ
ベントや、社会における IT活用事例を学ぶ講座を開催す
ることで、デジタルへの関心を持つきっかけを提供して
いきます。
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　玉川大学との連携協力

明治安田生命保険相互会社
との連携協力

玉川村と玉川大学（東京都町田市）は、包括的な
連携のもと、まちづくり・産業・教育・文化・環境・
学術等の分野において、相互に協力し地域の発展
と人材の育成に寄与することを目的に平成 29年１
月に協定を締結しました。
締結以来、さるなし商品のパッケージ提案、地域
資源の再発見、さるなしの６次化、PR動画作成、
中学生研修等、様々な事業を展開しています。

平成29年1月に協定を締結

玉川村と明治安田生命保険相互会社は、
健康増進に関する取り組みを推進する
にあたり、健康づくり、がん対策、感
染症やその他健康に関することなど、
地域のニーズに迅速かつ適切に対応し、
村民の健康増進やサービスの向上を図
ることを目的に令和３年11月に協定を
締結しました。

学習支援の様子 中学生研修（玉川大学訪問）
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移住定住促進補助事業

◇対象者
〇移住者向け
（移住者居住支援事業）
令和５年３月 31 日までの間に、新築住宅（令
和３年４月１日以降に登記した物件）を取得し
要件に該当する方
（戸建て中古住宅取得補助事業）
令和５年３月 31 日までの間に、中古住宅（令
和３年４月１日以降に契約締結した物件）を取
得し要件に該当する方

たまかわに住む!

子育て世帯応援転入費用補助金

◇対象世帯要件
①令和４年４月１日以降に転入し、転入時に継
続して１年以上本村以外の市区町村に住民登
録されており、住宅入居時に 15 歳未満の子が
いる世帯又は申請者若しくは配偶者が妊娠し
ている世帯
②転入の日から３か月を経過していない世帯
③３年以上継続して本村に定住する意思がある
④引っ越し作業を運送事業者と引っ越し等に係
る契約を締結していること
⑤申請者及び同居世帯員全員が前住所地の市区
町村税について滞納がない

◇補助率（限度額）
補助対象経費の総額に２分の１を乗じて得た額と
し、10万円を上限とする。

◇補助対象経費
①引っ越し運送費用（運賃等）
②荷造り等サービス費用（作業員料、梱包資材費等）
③付帯サービス料（エアコンの取付手数料等）

〇定住者向け
　（若年層定住促進補助事業）
　45歳未満の方で、令和５年３月31日までの間に、
新築住宅（令和３年４月１日以降に登記した物件）
を取得し要件に該当する方

村内に住宅を取得する移住者や若者の経済的負担を軽
減するため、新築または中古住宅を取得した方に補助
金を支給します

村内に移住する子育て世帯の経済的負担を
軽減するため、引っ越し費用を補助します

◇補助率（限度額）
〇移住者向け
　（移住者居住支援事業）
　基本額…30万円　　移住者加算…40万円
　子育て加算（15歳未満の子に限る）
　第１子：15万円　　第２子：20万円　　
　第３子以降：50万円
　（戸建て中古住宅取得補助事業）
　基本額…20万円　　移住者加算…40万円
　子育て加算（15歳未満の子に限る）
　第１子：15万円　　第２子：20万円　
　第３子以降：50万円

〇定住者向け
（若年層定住促進補助事業）
基本額…30万円
子育て加算…15歳未満の子１人につき15万円
◇要　件
①新規取得した住宅の所有者
②同居世帯員全員が所在地に住民登録をしている
③同居世帯員全員に市町村民税等の滞納がない
④３年以上継続して対象住宅に居住する意思がある
⑤過去に同一世帯及び同一区画でこの補助金の交
付を受けていない
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新婚新生活支援事業

◇対象者要件
①令和４年１月１日から令和５年３月 31 日まで
に婚姻届を提出し、受理され法律上の婚姻関係
にある
②夫婦の前年の総所得額が 400万円未満
③補助を受けようとする年度の翌年度から２年以
上継続して本村に定住する意思がある
④婚姻の日において、夫婦の双方が 39歳以下

◇補助率（限度額）
補助対象経費の額（1,000 円未満の端数は切り
捨てた額）とし、30万円を上限とする

◇補助対象経費
①婚姻を機に新たに村内に物件を購入又は賃貸に
要した費用（購入費、賃料、敷金、礼金等）
②引っ越し運送費用（運賃等）

空き家・空き地バンク

◇事業の流れ
①貸したい・売りたい人が「空き家・空き地バ
ンク」に登録（物件登録者）

②借りたい・買いたい物件があれば村に連絡（利
用希望者）

③物件登録者及び利用希望者に互いの情報を連絡
④交渉・契約は当事者間で交渉するか、登録事
業者（宅建業者）の仲介により交渉

◇ホームページアドレス
https://www.vill.tamakawa.fukushima.jp/akiya/

空き家・空き地バンク
利活用事業費補助金

◇対象者
令和４年４月１日以降に玉川村空き家・空き地
バンクを利用して、契約が成立した空き家・空
き地の所有者及び購入者

◇補助率 (限度額 )
購入契約１件につき　所有者上限５万円
　　　　　　　　　　購入者上限 10万円

◇要　件
①空き地を購入し、その土地に住宅を新築し当該
住宅に３年以上居住する意思がある
②空き家を購入し、当該物件に３年以上居住する
意思がある
③空き家・空き地の所有者

新婚夫婦に対し、住居費及び引っ越し費用を補助します

村内の空き家及び空き地の有効活用のため移住希望者
等へ情報提供を行っています。

玉川村空き家・空き地バンクを利用して定住する方に
補助金を支給します
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囲繞堤
いぎょうてい

しゅういてい
周囲堤

囲繞堤
いぎょうてい

第一遊水地
（鏡石町）

第二遊水地
（玉川村）

第三遊水地
（矢吹町）

囲繞堤
いぎょうてい

しゅういてい
周囲堤しゅういてい

周囲堤

■全体面積：約 350ha【第一：約130ha, 第二：約120ha，第三：約100ha】
■洪水調節容量：約1,500～2,000万㎥程度【地下水調査継続中】
■堤防総延長：約16,600m【第一5,300m，第二7,400m，第三3,900m】

　令和元年東日本台風（台風19号）により阿武隈川流域全体で甚大な被害が発生したことを踏まえ、国土交通省では「阿武隈川緊
急治水対策プロジェクト」に基づき、玉川村、鏡石町、矢吹町の３町村を対象とした「阿武隈川上流遊水地群整備事業」を進めて
います。
　事業期間は令和10年度までとされており、令和３年度から用地調査を含む各種調査が行われ、令和４年度からは対象の方との
用地協議が開始されます。令和５年度以降、施工可能な箇所から順次工事が実施される計画です。

遊水地概略設計 検討案（令和４年７月現在）

令和元年東日本台風による被害状況

出典：国土地理院撮影の空中写真（2019.10.13 撮影）
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村のイメージキャラクター「クックちゃん」と鹿谷郷の子どもたち

村のイメージキャラクター「クックちゃん」と鹿谷郷の子どもたち

伝統楽器を披露する鹿谷郷の子どもたち伝統楽器を披露する鹿谷郷の子どもたち鹿谷郷を訪れた玉川村訪問団鹿谷郷を訪れた玉川村訪問団震災後の米の全袋検査を視察する鹿谷郷訪問団震災後の米の全袋検査を視察する鹿谷郷訪問団

　台湾南投縣鹿谷郷との交流の始まりは、当時、玉川村に福島空港の

建設が決定し、これに伴い「国際的視野を持った人づくり」の推進を

図るため、昭和 63年５月３日に友好都市提携を結びました。

　以来、相互訪問を重ねながら、一輪車、サッカー、ソフトボール、

ミニバスケットボールなどによるスポーツ交流や書道交流、農業視察

など、教育・文化・産業の各分野において様々な交流を実施しています。

　鹿谷郷は、台湾烏龍茶として有名な「凍頂烏龍茶」の産地として知

られており、また小学校から英語教育に力を入れるなど教育について

も国際化に対応できる人づくりを行っています。

　気候は温暖で、動植物の種類が豊富であり、風光明媚な鹿谷郷は、

観光地としても人気があり、年間約 111 万人の観光客が訪れており南

投縣の経済発展に寄与しています。国家森林遊楽区の一つである「渓

頭森林遊楽区」は、国立台湾大学農学院が管理しており、銀杏や孟宗

竹など温帯の植物が生い茂り、台湾杉や柳杉などの高木の森林地、遊

歩道が整備されているため森林浴を楽しむことができます。また、渓

頭森林遊楽区は、多種類の蝶や野鳥が生息しているため動物保護だけ

でなく、環境教育や学術研究の場としての役割もはたしています。

玉川村と台湾南投縣鹿谷郷

鹿谷郷について
台湾南投縣鹿谷郷
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たまかわMAP
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玉川中学校
すがまプラザ
すがまプラザ交流センター

たまかわ
文化体育館

玉川工業団地 川辺八幡神社

宮ノ前古墳
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石造五輪塔

長慶寺大雷神社
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乙字ヶ滝
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MTBトレイル

道の駅たまかわ
（こぶしの里）

ボートピア玉川

たまかわクックの森

森の駅
yodge（ヨッジ）

3

福島空港

こどもの駅

4

7 8

9

1

6

10

5

2

玉川村のイメージキャラクター

　平成３年10月17日生まれ。
　クックちゃんの使命は、玉川村のマ
スコットキャラクターとして、玉川村
を広くアピールすることを任務とし、
村役場の名誉職員としての辞令を平成
３年 11 月１日に交付されています。
広報たまかわへの初登場は、平成４年
１月号で、「TAMAKAWAのＴの文字
に乗っている鳥が村のイメージキャラ
クターの山鳩のクックちゃんです！」
と紹介されています。

プロフィール

1 2 3

4 5 6

乙字ヶ滝

阿武隈川が滝をなして乙の形をしています。
水かさが増すと、100mもある滝幅いっぱいに
落下する水しぶきが松の緑に映えて雄大。元禄
2 年には俳人松尾芭蕉が訪れ、その時に詠んだ

「五月雨の滝降りうづむ水かさ哉」の句碑が、
滝見不動堂のかたわらにあります。

東野の清流

清流のせせらぎが心地よくさわやかな風と小鳥
のさえずりが心を和ませてくれます。道歩道に
沿う清流には大小さまざまな滝があり、四季
折々の表情に癒されます。

森の駅ｙodge

廃校となった旧四辻分校が「たまかわ観光交流
施設 森の駅 yodge」として令和3年にオープン
しました。リノベーションされた施設は、かつて
の分校の面影を残しつつもモダンで、豊かな自
然に囲まれながらゆったりとした時間が流れま
す。

福島空港

開港以来「ふくしまの空の玄関口」として親し
まれています。東日本大震災では、地震当日か
ら多くの臨時便や救援・支援物資を積載した輸
送機、防災ヘリなど災害対応の重要拠点の役
割を果たしました。

すがまプラザ

令和 2 年 3 月に閉校した旧須釜中学校と周辺施設を
総称して「すがまプラザ」としています。旧校舎では、
須釜支所の機能を充実させ「須釜行政センター」と
して展開するほか、コワーキングスペースやサテライ
トオフィスなど新しい働き方の「場」を提供しています。

道の駅たまかわ
 （こぶしの里）

福島空港に近く利便性に優れていながら、周辺
の自然と調和した道の駅たまかわ（こぶしの里）
は村特産の新鮮な野菜や果物などの直売や、さ
るなし、トマトなどを加工した豊富な特産品が販
売されています。

7 こどもの駅

「認定こども園たまかわクックの森」、子どもたちが
フットサルやボルダリングを楽しめる「クックドーム
たまかわ」、その隣に設置されている遊具広場など
の空間全体を「こどもの駅」としており、周辺には、
たまかわ文化体育館やグラウンドがあります。

10 わくわくらんど
たまかわ

「天空のあそび場」をテーマに「空」と「空港」
をモチーフにしたあそび場です。窓から滑走路や
飛行機の離発着を見ながら、子どもたちが安心し
て遊べます。1回90分の入替制で、小学2年生
までの幼児、児童が利用することが出来ます。

8 9たまかわ
文化体育館

可動椅子を備え講演会などにも対応したアリー
ナ、図書館、歴史資料館を備え、スポーツや文
化活動など玉川村の生涯学習拠点です。隣接
する屋外ステージや屋根付き広場クックドーム
たまかわと併せ多くの方に利用されています。

玉川工業団地

株式会社 TBK、東京精工 株式会社
有限会社 佐藤製作所、株式会社 福島エンヤ

Google Google HP

HP HP Google

GoogleGoogle
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石川消防署玉川分署

千五沢ダム

奥たまかわ温泉

東野の清流

須釜小学校
給食センター 大寺城跡

大庄屋桜

東福寺

宥音聖人堂

由ノ杜公園

空港公園
わくわくランドたまかわ

〈
主
〉母
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賀
川
線

〈主〉矢吹・小野線

〈県〉曲木・中野目線

〈
県
〉玉
川・田
村
線

〈県〉福島空港西線

〈
主
〉飯
野・三
春・石
川
線

MTBトレイル

道の駅たまかわ
（こぶしの里）

ボートピア玉川

たまかわクックの森

森の駅
yodge（ヨッジ）

3

福島空港

こどもの駅

4

7 8

9

1

6

10

5

2

玉川村のイメージキャラクター

　平成３年10月17日生まれ。
　クックちゃんの使命は、玉川村のマ
スコットキャラクターとして、玉川村
を広くアピールすることを任務とし、
村役場の名誉職員としての辞令を平成
３年 11 月１日に交付されています。
広報たまかわへの初登場は、平成４年
１月号で、「TAMAKAWAのＴの文字
に乗っている鳥が村のイメージキャラ
クターの山鳩のクックちゃんです！」
と紹介されています。

プロフィール

1 2 3

4 5 6

乙字ヶ滝

阿武隈川が滝をなして乙の形をしています。
水かさが増すと、100mもある滝幅いっぱいに
落下する水しぶきが松の緑に映えて雄大。元禄
2 年には俳人松尾芭蕉が訪れ、その時に詠んだ

「五月雨の滝降りうづむ水かさ哉」の句碑が、
滝見不動堂のかたわらにあります。

東野の清流

清流のせせらぎが心地よくさわやかな風と小鳥
のさえずりが心を和ませてくれます。道歩道に
沿う清流には大小さまざまな滝があり、四季
折々の表情に癒されます。

森の駅ｙodge

廃校となった旧四辻分校が「たまかわ観光交流
施設 森の駅 yodge」として令和3年にオープン
しました。リノベーションされた施設は、かつて
の分校の面影を残しつつもモダンで、豊かな自
然に囲まれながらゆったりとした時間が流れま
す。

福島空港

開港以来「ふくしまの空の玄関口」として親し
まれています。東日本大震災では、地震当日か
ら多くの臨時便や救援・支援物資を積載した輸
送機、防災ヘリなど災害対応の重要拠点の役
割を果たしました。

すがまプラザ

令和 2 年 3 月に閉校した旧須釜中学校と周辺施設を
総称して「すがまプラザ」としています。旧校舎では、
須釜支所の機能を充実させ「須釜行政センター」と
して展開するほか、コワーキングスペースやサテライ
トオフィスなど新しい働き方の「場」を提供しています。

道の駅たまかわ
 （こぶしの里）

福島空港に近く利便性に優れていながら、周辺
の自然と調和した道の駅たまかわ（こぶしの里）
は村特産の新鮮な野菜や果物などの直売や、さ
るなし、トマトなどを加工した豊富な特産品が販
売されています。

7 こどもの駅

「認定こども園たまかわクックの森」、子どもたちが
フットサルやボルダリングを楽しめる「クックドーム
たまかわ」、その隣に設置されている遊具広場など
の空間全体を「こどもの駅」としており、周辺には、
たまかわ文化体育館やグラウンドがあります。

10 わくわくらんど
たまかわ

「天空のあそび場」をテーマに「空」と「空港」
をモチーフにしたあそび場です。窓から滑走路や
飛行機の離発着を見ながら、子どもたちが安心し
て遊べます。1回90分の入替制で、小学2年生
までの幼児、児童が利用することが出来ます。

8 9たまかわ
文化体育館

可動椅子を備え講演会などにも対応したアリー
ナ、図書館、歴史資料館を備え、スポーツや文
化活動など玉川村の生涯学習拠点です。隣接
する屋外ステージや屋根付き広場クックドーム
たまかわと併せ多くの方に利用されています。

玉川工業団地

株式会社 TBK、東京精工 株式会社
有限会社 佐藤製作所、株式会社 福島エンヤ

Google Google HP

HP HP Google

GoogleGoogle
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SDGｓ（誰一人取り残さない、多様性と包摂性のある持続可能な社会）の理念を踏まえ、
第６次玉川村振興計画を推進することにより、持続可能な社会の構築に寄与することを目指します。

基本目標・主要施設の項目の体系
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基
本
計画・事業の概要
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1 皆で支えあう福祉の村づくり 

1 保健・医療の充実
2 社会保障制度の適切な運営
3 児童福祉・子育て支援の充実
4 地域で支えあう福祉の推進
5 障がい者福祉の充実
6 高齢者福祉の充実

2 環境にやさしい安全・便利な村づくり

1 環境衛生の充実
2 自然環境の保全と循環型社会の構築
3 安全で安定した水道水の供給
4 公園・緑地・水辺の整備
5 下水道・排水処理施設の整備
6 合理的な土地利用の推進
7 居住環境の整備と空き家対策の推進
8 道路・交通ネットワークの整備
9 消防・救急体制の充実
10 防災体制の整備
11 交通安全・防犯対策・消費者対策の充実
12 情報化の推進

3 活力のある村づくり

1 農林業の振興
2 商業の振興
3 工業の振興
4 雇用・勤労者対策の充実
5 観光資源の創造と観光客誘致の推進

4 人を育む村づくり

1 学校教育の充実
2 青少年の健全育成
3 生涯学習の推進
4 スポーツの振興
5 地域文化活動の推進と文化財の活用
6 交流活動の展開と国際化への対応

5 交流と協働の村づくり

1 コミュニティ（地域社会）の育成
2 協働の村づくりの推進
3 男女共同参画の推進
4 行財政改革の推進
5 広域行政の推進

地方創生総合戦略における重点プロジェクト
（人口減少対策）

1 選ばれる村づくりプロジェクト
2 元気な産業応援プロジェクト
3 共に生きる村づくりプロジェクト
4 元気な地域づくりプロジェクト

●村づくりの基本理念
　人口減少社会の今、村の維持・発展のためには地域の総合力
が今まで以上求られていることから、今後の村づくりの基本理
念を以下のように定めることとします。これからの 10 年間を
村民と行政が一体となった協働による村づくりを推進すること
で、村民すべてが心豊かで過ごせる地域社会を実現すことを基
本理念とします。

村民と 共に歩み育む 心豊かな村づくり　   未
あ す

来が輝く村づくり “ 元気な” たまかわ

●将来像
　本村の未来を輝かしいものにするためには、今まで以上にす
べての村民や本村で働く人たちが“元気な”村づくりをしてい
きます。
　活力や活気のある玉川村を作り上げるため、地域の歴史や先
人の知恵、苦労や失敗を知り、玉川村の未来を考え、進取の気
性を持ち、実行・実践していく姿勢を将来像に込めています。



位　　置　　福島県中南部（石川郡）

地　　勢　　阿武隈山系の西斜面の丘陵地に位置し、比較的平坦地である西部地区と中山間地の東部地区からなり、豊か
な自然があふれる農村です。 ※東西 11.3 ㎞、南北 9.2 ㎞、面積 46.67 ㎢、標高 246ｍ～約 650ｍ

気　　候　　阿武隈山系特有の起伏の多い地形であるため、標高別の気象条件の変化が大きく、気温の年較差も日較差も
比較的大きいのが特徴です。また、東北地方にありながら、冬季の降雪は比較的少ない地域です。

人　　口　　6,579 人（第 134 回福島県統計年鑑 2020）

産　　業　　水稲やトマト・キュウリ等の農業が村の基幹産業ですが、西部地区には玉川工業団地があり、多くの雇用を
生み出しています。

教育関連　　認定こども園 …１　／　小学校 …２（放課後児童クラブ …２）　／　中学校 …１

由　　来

村民憲章 　［昭和60年11月制定］

村　　章 　［昭和49年制定］ アクセス

概　　要

山形
宮城

茨城

栃木群馬

新潟
福島福島

新白河新白河

福島西 IC福島西 IC

白河 IC白河 IC 玉川 IC玉川 IC

会津若松 IC会津若松 IC
磐越自動車道磐越自動車道

Ｊ
Ｒ
水
郡
線

Ｊ
Ｒ
水
郡
線

Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線

Ｊ
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東
北
新
幹
線

東
北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

あぶくま
高原道路
あぶくま
高原道路

郡山 J.C.T郡山 J.C.T
4

郡山郡山

福島空港福島空港

いわきいわき

小野 IC

常磐富岡 IC
49

6

Ｊ
Ｒ
常
磐
線矢吹 IC矢吹 IC

玉川村

常磐自動車道

福島空港 IC福島空港 IC

須釜村から泉村に流れている玉川（その後名称変更により現在泉
郷川となる）にちなんで命名されたもので、その意味には、相馬
にある妙見神社がその昔、泉の庄玉川の辺に鎮座したという古事
もあり、さらに泉が須釜村と合併して川になると云う意味が含ま
れていると、合併当時の記録にしるされている。妙見神社：両村
境の玉川沿いの小高い森に鎮座する社である。

　玉川村の頭文字「た」を図案化し
たもので、村民の和と協力によって
明るく豊かな村づくりに着実に進む
玉川村を象徴している。

玉川村の住民としての誇りと責任を持ち、美しい自然と伝統ある
郷土を愛し、さらに活力に満ちた魅力ある村づくりを進めるため、
この憲章を制定し実施します。
１. 美しい自然と伝統を大切にし、住みよい村をつくりましょう。
１. 教養と文化を高め、心豊かな村をつくりましょう。
１. 健康で楽しく働き、活力ある村をつくりましょう。
１. 思いやりと連帯の心を養い、明るい村をつくりましょう。
１. 広い視野と創意を持ち、飛躍する村をつくりましょう。

シンボル 　［昭和60年制定］

村の花：山桜 村の木：赤松 村の鳥：山鳩

東北新幹線
95分

水郡線
35分

車で

玉川村東京 郡山

東北自動車道
120分

あぶくま高原道路
9分東京 矢吹

JC

鉄道で

飛行機で 70分 80分大阪 北海道

泉郷

玉川村
玉川IC

玉川村
福島空港伊丹空港 新千歳空港

福　島

郡　山

須賀川

白　河

いわき

至仙台 至仙台

東北自動車道

郡山J.C.T

いわきJ.C.T

磐越東線

磐越自動車道 小野I.C. 常磐富岡I.C.

矢吹I.C.
玉川I.C.

福島空港I.C.
石川母畑I.C.

いわき中央I.C.

東北新幹線

118

4
6

118

49

小
野
町

石川町

常
磐
線

常
磐
自
動
車
道水郡線

福島空港

至水戸 至東京至東京

JR泉郷駅
JR川辺沖駅

あぶくま高原道路

玉川村

至
会
津
若
松
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福 島 県 玉 川 村 勢 要 覧 2 0 2 2

玉川村

玉 川 村 役 場   総 務 課
〒963－6392  福島県石川郡玉川村大字小高字中畷９番地
TEL 0247－57－3101　FAX 0247－57－3952
ホームページ　https://www.vill.tamakawa.fukushima.jp

未来が
輝く村づくり“元気な”

あ　
す


